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北海道の新しい化石産地（里平地域）から

3新種を含むアンモナイト 37 種を発見

新種を含む多くの化石がむかわ町穂別博物館に寄贈

　伊豆倉正隆氏（札幌市・穂別博物館ボラ

ンティア）が中心となった 2009 年からの

調査で新しいアンモナイト化石産地；里平

地域（日高町と新冠町の境）が発見されま

した。その後、重田康成博士（国立科学博

物館）を中心とした研究グループがこの地

域の白亜紀カンパニアン期の地層から発見

された 3新種アンモナイト（ネオフィロセ

ラス・ノドサム、メヌイテス・アーマータ

ス、パラゾレノセラス・リビラエンゼ）を

含むアンモナイト 37 種とイノセラムス科

二枚貝 4種を 2019 年 2 月に発行された研

究論文（モノグラフ）で記載・報告しました。

　穂別博物館には、論文で記載された化石

資料の内、約 3割にあたる 141 点のアンモ

ナイトが伊豆倉正隆氏、佐々木登氏（札幌

市）から寄贈されました。これらの中には、

新種として記載された 3種のアンモナイト

も含まれています。

新種ネオフィロセラス・ノドサム 
Neophylloceras nodosum sp. nov.
螺環側面中央に一列のイボが発達することにちな

み，イボ（nodus：ラテン語）を語源とした新種

名に命名。穂別博物館資料　伊豆倉正隆氏寄贈

新種メヌイテス・アーマータス　

Menuites armatus sp. nov.
多くの棘によって武装した（armatus: ラテン語）

ことを語源とした新種名に命名。穂別博物館資料

伊豆倉正隆氏寄贈

新種パラゾレノセラス・リビ

ラエンゼ　Parasolenoceras 
ribiraense sp. nov.
産出地である地名の里平を語

源とした新種名に命名（-ense
は地名の接尾語）。穂別博物館

資料　伊豆倉正隆氏寄贈
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イベント　恐竜デー 2019ＧＷ

中村記念館開館

【公共交通機関による来館案内】（バス停「穂別中央」～博物館は徒歩約 10 分）
　往路（札幌・苫小牧方面▶博物館）
　 ・新千歳空港 10:40 ①▶穂別中央 12:03

　 ・苫小牧駅 7:58 ②▶鵡川駅 8:27 -( 乗換 )- 鵡川駅前 9:35 ③▶穂別中央 10:45

　帰路（博物館▶札幌・苫小牧方面）
　 ・穂別中央 16:17 ①▶新千歳空港 17:40

　 ・穂別中央 15:40 ③▶鵡川駅前 16:45 -( 乗換 )- 鵡川駅 17:55 ②▶苫小牧駅 18:24　

　①道南バス　新千歳空港直行便（1,470 円）　前日の 16 時までに予約（0145-45-2284）

　② JR 日高本線（640 円）

　③道南バス　穂別鵡川線（200 円） 　　※各料金は大人１人分

むかわ町穂別博物館
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町民無料観覧日

今年度開館日・観覧時間

4/20 ～ 8/31　9：30 ～ 16：30

休館日は博物館休館日と同じです。

観覧料

100 円　

高校生以下無料

●恐竜 むかわ竜が産出した崖の岩石プレゼント

各日、先着 50 名

●アンモナイトレプリカアクセサリーづくり（10：00 ～ 16：00）

1 個 100 円。むかわ町民は各日 1個まで無料。

2019.4.27( 土 )、4.28（日）、4.29（月・祝）

　　5.3（金・祝）、5.4（土・祝）、5.5（日・祝）

きょうりゅう

こ

がけ

出版論文：重田康成 (国立科学博物館 )・伊豆倉正隆 (札幌市 )・西村智弘（穂別博物館）, Campanian (Late Cretaceous) ammonoids 
and inoceramids from the Ribira River area, Hokkaido, northern Japan. National Museum of Nature and Science Monographs ( 国立科学博

物館モノグラフ ), No. 50, 1–139.

研究のきっかけになっ

た 2009 年に発見された

アンモナイト化石：ディ

ディモセラス・ヒダケ

ンゼ（Didymoceras 
hidakense）
穂別博物館資料

佐々木登氏寄贈

北西太平洋地域最古のパ

キディスカス属であるこ

とが明らかになった；パ

キディスカス・エクセル

サス　Pachydiscus 
excelsus
穂別博物館資料

佐々木登氏寄贈

～ 6/2（日）まで、特別展示室で展

示（常設展観覧料のみで観覧可）

学芸員　西村智弘
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